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経費項目 園･研修費･広聴蒔蹟･雰談購瀧婚･会議費･資料l賊費･資料購入費･事務費･事務所費･人件費

内 容 ニュージーランド視察費用

年月 日 令和6年3月19日～ 金 額 383,402円

目的
ニュージーランドにおける女性活躍及び幼児教育等に関する自民改革会議調査視察

使途
ニュージーランI親察航空券差額分

政務活動

県政との

関連性

､ニュージーランドにおける教育の考え方は我が国の教育の考え方と大きく違うものの、

改めて我が国及び本県の教育のあり方について考える重要な示唆を得ることができた｡印
象的なことは教育に関して学習者の意志が非常に重要視され､何を学ぶかを学習者自身が
取捨選択していく姿勢が徹底されていたことだ｡幼児教育においても一斉に何かをすると
いう機会はまれで､各自が自らの意志でしたいことをさせるスタンスが徹底されているこ
とに驚きを覚えた。 ・女性活躍については、同一労働・同一賃金はすでに概ね実現されて
おり、女性が就くことが多い職と、男性が就くことが多い職の間の賃金格差という議論に
進んでいることで日本よりはるか先の議論をしていることが鋤県出来た｡一方で真に同一

労働･同一賃金を実現するためには､労働者側が主体的に労働市場の自由化に貢献してい
く姿勢が必要であるという現地の労働組合研究者からの示唆は新鮮であった｡今後の本県
の堵樹,耐需に大いに参考にすべき意見である．

の為

領収書金額(a)

383,402円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

383,402円



卜|{－3－’
2024年 3月 14日

東武トヅプツア垂･株式会社 、

登録番号T4013201004021. ､ ､例

静岡支店 騨一
〒420-0859 、ニ

静岡市葵区栄町3-1

あいおいニッセイ同和損保静岡第一ピル10階

TEL : 05090019697 FAX: 054-252-9509TEL : 05

木内満様

担当者

発行者

請求書
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自求

睾
頭 [INVOICE]

毎度格別のお引立てを賜り厚くお礼申し上げます。

＝帝署＝I
一

辰込み､の場だ

当座9839240東武トップツアーズ株式会社東武支店□みずほ銀行

※お振込手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。 ※お振込金受取書をもって当社の領収証に代えさせて頂きます。

灘クレジットでご精算される場合、 URLまたはQRコードより決済サイトに接続してください。

URL : https://tobutoptours. jp-pay. jp/

尚、 クレジットカードでの精算は、本請求書の発行の翌日から決済が可能となりますので、予めご了承下さい。

お支払期限

2024年 3月29日

代金合計 消費税区分による代金内訳 お預かり金 差引ご請求金額

¥400, 000

内消費税合計
¥0

漂税8% ¥O内税額 ¥O

深税10% ¥O内税額 ¥0

}％(軽減) ¥O内税額 ¥0

不課税 ¥400, 000

免税 ¥O非課税 ¥0

¥0 ¥400, 000

／ 、 摘 要 金額（円） 税区分 ご利用日

鑑謹蒙金藁｜性：ビジネス復：プレミアムエコノミーrT"
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